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コ ン ク リ 卜用 膨 張 材 試 験 成 績 表

商品名 :太平洋エクスパン(製品用)′

区分 :膨張材 30型
(2025年 12月 度製造分 )/

◎ 試験方法は、」IS A 6202 による。

◎ 1.2Hll■ふるいは、」IS Z 8801-1に 規定する公称目開き1.18mmの 網ふる

◎ 材齢28日 の膨張性および圧縮強さは、前回製造月の値を示す。

◎ 密度試験は、」IS R 5201に よる。

● 太平洋∇テ

検 蛮 者

③
:森 ′子ギ t郵

お問合せ先 :太平洋マテリアル株式会社 営業本部混和材営業部

コ ン

・ 否

試 験 項 目
JIS A 6202
による規定値

試 験 値

化
学
成
分

酸化マグネシウム   (%) 5.0以下 0.6 メ

強熱減量 (%) 3.0以下 1.3 /

全アルカリ (%) 0.75以下 0.20 /

塩化物イオン (%) 0.05以下 0.012′

物
理
的
性
質

比表面積 (cll12/g)
2000以上 4050

1.211ullふ るい残分  (%) 0.5以下 0.0

凝結
(h― min)

始発 60min以 上 3-10

終結 10h 以下 4-15

月彰張性
(長 さ変化率)
(%)

材齢 7日 0,025以 上 0.071 ・′

材齢28日 -0.015以上 0.029 /

圧縮強さ

(N/mm2)

材齢 3日 12.5以 上 27.8  テ

材齢 7日 22.5以上 43.2  .

材齢28日 42.5以上 57.2
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■ 骨 材 試 験 成 績 書 ■

令和 7 年 12 月度

産地品名 骨材名称 検  印  欄
骨材①

骨材②

骨材③
骨材④

~扁
硬県石彦郡奥出雲町

広島県二次市布野町

岡山県真庭市神代ヘシ谷

加 工砂

石九十石   1505

石1石  2005

カ日工砂廃砂

合否判定所属長 品管者 担 当

△ ミ寂
r_■   

′
1■H 9 Q:

試験項目 骨材C 骨材②骨材⑥骨材C ふるい分け試験 (通過率%)

最大寸法 (lllll) 5 15 20 0.6 ふるい (llull) 加工砂 砕石 1505 存午石  2005 加工砂廃砂

表乾密度     (g/証 )

絶乾密度     (g/誘 )

吸水率       (%)
微粒分量      (%)
粘土塊量      (%)
粒形判定実積率   (%)
有機不純物 (標準色よりも)

安定性       (%)
塩化物量      (%)
す リヘリ減量    (%)
アルカリシリカ反応性

2.57

2.54

1,25

1.2

0.00

淡い

1.8

0.001

無害

2.71

2.70

0.59

0.4

0,03

58,7

1.5

9,9

無害

2.69

2.67

0.47

0.4

0.08

58,6

9,0

17.3

無害

2.95

2,92

1.09

1.3

0.10

60,0

2.6

無害
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品 質 性 能 試 験 報 告 書

発行番号 :第 24Ci060号
発 行 日 :2025年  9月 25日

一般財団法人

西日本試験所長  西
山 口県 山陽小野 田市

本試験の結果は,提出された試料 (試験体)のみに関するものである。
試験所長の文書による承認なしでは,完全な複製を除き,一部分のみを複製してはならない。

d
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試 験 名 称 骨材のアルカリシリカ反応性試験 (モルタルバー法)

称

地在

名

所

株式会社サンテック

島根県仁多郡奥出雲町下阿井 1766‐ 1
依 頼 者

試 験 項 目 膨張率 (長 さ変化の測定),外観観察
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第 24C1060号

島根県仁多郡奥出雲町下阿井

加工砂 (花蘭岩)

2025年 3月 7日

地

類

日

真

取

鶉

産

種

採

外

試   料

記載事項は,依頼者の提出資料による。

試 験 方 法

JIS A H46[骨材のアルカリシリカ反応性試験方法 (モルタルバー法)]に従った。
なお,セ メン トの全アルカリは,Na20=0270/。 ,K20=0・ 380/0,Na20eq=o.520/0で ある。
また,供試体貯蔵容器底面には水を張り,相対湿度950/O以上で貯蔵 した。

26週8週 13週2週 4週試 験 項 目 材 齢

0.0140010 0.0110.006 0.010

0.015 00180.013 00142 0010

0.0180.0160,OH 00153 0,007

0.0170.013 00140.008 00H

膨  張 率
(°/o)

平  均

外 観 観 察 異状なし

無 害

試 験 結 果

判   定

試 験 期 間 2025年  3月 11日 ～  9月 25日
承
　
認

一↓
，ｐ
一

担 当 者 当担主

彦

馬

祐

和

竜

大

峠
原
原

矢
松
杉

試験課長

試 験 場 所 西日本試験所  (山 口県山F易小野田市大宇山川 ) 卜11(卜 ハ`イコ

以 上
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ZttNNAMA
【認定番号 第53号】

骨材のアルカリシリカ反応性試験 (モルタルバー法)報告書

頁 1/1

発行番号 M240028

発 行 日 2025年 8月 21日

〒700-0943

岡山県岡山市南区新福一丁目21番37号

一般社団法人 岡山県コンクリート技術センター

TEL:086(264)6374 FAX:086(264)68

承認署名者  所 長  加藤 美

株式会社 マルケイ殿

試験品目に関する説明【顧客申請事項】

試験結果【試験所証明事項】

日本報告書は、顧客が採取し顧客が持ち込んだ試験品目に対する結果を示すも

顧 客 の 名 称

連 絡 先

試 料 の 種 類

地産

岩  石  名

採  取  日
真庭市神代ヘシ谷地内

株式会社 マルケイ

岡山県真庭市江)|1846

真庭市神代ヘシ谷地内

2025年 2月 3日

石枠石  2005

硬質砂岩

備 考

採 取 場 所

受 付 年 月 日

識 別 番 号

試 験 終 了 日

2025年 2月 4日

M240028

2025年 8月 20日

一般社団法人岡山県コンクリート技術センター試験室試 験 場 所

試 験 方 法 JIS A l146:2022

600 gセメント
1350 g

300 mL
使用材料 骨 材

ァlく 十NaOH
モルタルの配合

使用した普通ポルトランドセメント〔一般社団法人セメント協会研究所〕の

全アルカリ量はNa2 0eq=0.52%である。

恒温恒湿槽にて吸取紙による被覆,容器底面の水張りをおこなった。

(1)供試体の膨張率 %
8週4週2週

0.007

26撹己

0.021

0,020

13虻翌

0.015

0.0150.009

0.010

0,013

0.0130.007

0.0200.012 0,0140.007 0.009

0.0200.013 0.0150.007 0.009

1

2

3

平均

(2)供試体の外観荏兄察
13N∃4琵翌2週

異常無し

26誠ヨ8叉己

異常無し 異常無し異常無し 異常無し

湿度95%以上を
確保した手段

試験結果

無害 γ

判定基準 :3本の平均膨張率が,26週後に0.100%本満の場合は無害とする。
判   定

FB鱗 検査鰈長 組 当

認

し

¢
ます。

祠

■当センターの事前承認なしにへこの報告書の一部分だけを複製して用いること

翔ぶハイコ



1買/総 1頁

受付番号 25344
ZENNAMA                          報告書番号 R07014
認定番号 第 47号

、           【副 本 】

骨材のアルカリシリカ反応性 (化学法)試験結果報告書

岩倉産業株式会社 殿

依頼者 申請事項

依  頼  者 岩倉産業株式会社
住     所 広島県二次市布野町下布野 4623
試 験 品 目 粗骨材
骨 材 種 類 砕石 2005
最 大 寸 法 20 11ull

産     地 広島県二次市布野町下布野 6431
岩     種 安山岩
試 料 採 取 日 2025年 5月 20日

試 料 採 取場 所 岩倉産業 砕石場 ス トックヤー ド

試 料 採 取 代表試料約 40kgを縮分 し,約 20kgと した。

試験結果は次のとおりであることを証明します。

2025年 6月 4日 広島市西区

広島地区生コンクリ

承認署名者・場長 奈 切  慎
試験依頼 日・受領 日 2025年 5月 20日

試 験 品 目 粗骨材
別 番 号 25344
入 方 法 持込み (持込み者 :岩倉産業株式会社 )
入  状 態 上の う (約 20 kg) 1袋

試 験 方 法 」IS A l145:20 のアルカジシリカ反応性試験方法 (化学法)

溶解シリカ量 原子吸光光度法

6月 4日2025年 5月 26

試験室

半ll

量 (Sc)

量 (Sc)が 10mmO1/L以上で,アルカリ濃度減少量 (Rc)が 700mmo1/L未満の範囲では,溶解シ
がアルカリ濃度減少量 (Rc)未満となる場合,そ の骨材を “無害

″
と判定し,溶解シリカ量

(Sづ光がアルカリ濃度減少量 (Rc)以上 となる場合,そ の骨材を “無害でない"と判定する。
溶解シリカ量 (Sc)が 10mm01/L未 満でアルカリ濃度減少量 (Rc)が 700mmo1/L未満の場合 ,そ の骨材を
“無害"と 判定する。
アルカリ農度減少量 (Rc)が 700mmo1/L以上の場合は判定 しない。 以 上

識

受

受

間

所

果

期

場

結

験

験

験

試

試

試

リ

B コ

項
=目
■ 1 2 3 平均 判定結果

アルカリ濃崖減少量
‐
(臣 l mm01/L 48 45 48 47

28 29c) mmo1/L溶解 カ 30 29
無害ノ

担 当検査課長西::管着

⑥
承

認 Qド

本報告書は依頼された試験品目に対する結果を示すものです。試験結果は受領した試料に適用されます。

当試験場の書面による承認がない限り,本報告書のカラーコピー及び一部分のみを複製して使用することを禁じます。



依頼者
会 社 名 日本ハイコン株式会社

所 在 地 鳥取県米子市彦名町4500番地

試 験 日 令和 7 年  5 月 28 日 令不日 7  年   11  月   26  日

試 料

種類 (岩種) 鋳物廃砂(5%)力日工砂(95%) 産  地 鳥取県米子市彦名町

採 取 日 令和 7 年  5 月 13 日 搬 入 日 令和 7 年  5 月 19 日
採 取 場 所 日本ハイコン株式会社 採 取 者 池野 悟

試 験 方 法

」IS A l146:2022「骨材のアルカリシリカ反応性試験方法 (モルタルバー法)」 による
※ に用いたセメント

種  別
製造会社名

酸化す悴リウム(Na20)
酸化カリウム(K20)
全アルカリ量

: 普通ポルトランドセメント
: 社団法人 セメント協会
:     0.27 %
:     0.38 %
:     052 %
えた後のセメントの全アルカリ量※ 水酸化すトリウム水溶液を加 12 %

試験実施場所 ベルテクス株式会社 試験分析センター 福井県鯖江市二丁掛町7号6番地

試 験 結 果

モルタルバー法による試験体の膨張率 単位 :%

供試体番号 脱型時 2週 4週 8週 13週 26週

1 0014 0.018 0.019 0.021 0.022

2 0.016 0.019 0.020 0.022 0.023

3 0,017 0.020 0,021 0.023 0.023

平 均 値 0.000 0.016 0.019 0020 0.022 0.023

外観観察結果 良 良 良 良 良

判 定 基 準

① 3本の平均膨張率が、26週後にO.100%未満の場合 i 無害
② 3本の平均膨張率が、26週後にO.100%以上の場合 : 無害でない
※備考 材齢13過後に0.050%以 上の膨張を示した場合は、その時点で"無害でない"
としてもよい。その場合、26週の測定を省略できる。材齢13週で0.050%未満の場合は26
週まで試験を続けた後に判定しなければならない。

判  定 征   生

備  考

「JIS A 5005 5 6ア ルカリシリカ反応性Jに基づき、本試験結果は、同一原石により製造された

砕石および砕砂に用いることが出来る。

※モルタルバー法による膨張率を裏面に示す。

技術管理者 楳田 直也

試験担当者 江指 尚美

!F鼻管者 検査課長 担 当

承・　　釧恥配

ガ可
所

XLVXと ∝ヽLV LVXLVXLVXΩ L

日本ハイコン株式会社
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試験所長の文書による承認なしでは，完全な複製を除き，一部分のみを複製してはならない。 

  

   

品 質 性 能 試 験 報 告 書  

  一般財団法人 建材試験センター 

   西日本試験所長   白 岩 昌 幸  

   山口県山陽小野田市大字山川 

試 験 名 称 骨材のアルカリシリカ反応性試験（モルタルバー法） 

依 頼 者 
名 称：鳥取県コンクリート製品協同組合 

所 在 地：鳥取県倉吉市巌城12 中部建設会館2階 

試 験 項 目 膨張率（長さ変化の測定），外観観察 

試 料 

産 地：鳥取県米子市富益町88番地1  

種 類：鋳物廃砂  

採 取 日：2024年 9月12日  

外 観 写 真： 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

備 考：採取場所；米子製鋼株式会社 

記載事項は，依頼者の提出資料による。 

試 験 方 法 

JIS A 1146［骨材のアルカリシリカ反応性試験方法（モルタルバー法）］に従った。 

なお，セメントの全アルカリは，Na2O=0.27%，K2O=0.38%，Na2Oeq=0.52%である。 

また，供試体貯蔵容器底面には水を張り，相対湿度95%以上で貯蔵した。 

試 験 結 果 

試 験 項 目 材 齢 2週 4週 8週 13週 26週 

膨 張 率 

（%） 

1 0.256 0.317 0.415 0.432 0.505 

2 0.264 0.348 0.419 0.469 0.520 

3 0.231 0.330 0.392 0.420 0.493 

平 均 0.250 0.332 0.409 0.440 0.506 

外 観 観 察 白色の斑点及びひび割れが認められた。 

判 定 無害でない 

試 験 期 間 ２０２４年 ９月２６日 ～ ２０２５年 ４月１８日 

担 当 者 

試験課長 矢 垰 和 彦 

松  原  竜  馬（主担当） 

杉 原 大 祐 

試 験 場 所 西日本試験所 （山口県山陽小野田市大字山川） 

以上 

発 行 日：２０２５年 ４月２２日 
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1.コ ンクリー トの試験結果 ヨ

注記 1.lm3当 たりの化学混和剤の使用量

形式評価試験 2.07 kg/m3,性 能確認試験 2,07 kg/m3

注記 2.性能確認試験は 6か月ごとに 1回実施し,この表に表示している試験値は, 2025年 6月
の試験結果であ

る。ただし,圧縮強度の性能確認試験は 1年に 1回実施し,この表に表示している試験値は,2025年 6月

の試験結果である。

注記 3.こ の表に表示している形式評価試験は, 2020年 6月  に 花王株式会社          で実施し

た試験結果である。

2.塩化物イオン (Cl→ 量及び全アルカリ量

注記 1.性 能確認試験は 6か月ごとに 1回実施し,この表に表示している試験値は, 2025年 6月 の試験結果で

ある。

注記 2.こ の表に表示している形式評価試験は, 2020年 6月 イこ 花王株式会社          で実施

した試験結果である。

3。 その他の項目

項   目
JIS A 6204

による規定値 形式評価試験値 性能確認試験値

フ
レ

ツ
シ

ユ
コ
ン
ク
リ
ー
ト

減水率 % 12 以上 14     ァ 14

ブリーディング量の比 %

ブリーディング量の差    cm3/cm2

凝結時間の差 分 始発 +90 以下 0      / -10

終結 +90 以下 0      ‐r 0

経時変化量 スランプ Cm

空気量  %

硬
化

Ｐ

ノ
ク
リ

ー

ト

圧縮強度比  % 材齢 1日

材齢 2日 (5℃ )

材齢 7日 115 以上 141 I 5 2

材齢 28日 110 以上 131  ・ 144  ,.

長さ変化比 % 110 以下 90    ィ

凍結融解に対する抵抗性

(相対動弾性係数 %う

項   目
JIS A 6204 イこ

よる規定値
形式評価試験値

能確認試験

化学混和剤中

の含有量

1皿
3当たりの化学

混和剤の使用量
試験値

塩化物イオン佗1~)量 0,02 kg/m3以 下 0.00 kg/mU 0.00% 2.07 kg/m3 0.00 kg/mU

全アルカリ量 0.30 kg/m3以 下 0.02 kg/皿 3 0.8%F 2.07 kg/m3 0.02 kg/血
3

項   目 規  格  値 試  験  値

密度 (g/c皿
320℃

) 1.030 ～ 1,070       g/cm3 1.049 g/cm3

注記. この表に表示している試験値は、 2025年 6月 の試験結果である。



塩化物量測定データーシート 
日本ハイコン株式会社 

 
 
水の種類：井戸水 
 
砂の種類及び産地：加工砂  島根県仁多郡奥出雲町 
 
コンクリート中の 

塩化物含有量（Ｃℓ－） 単位水量
１００

の平均値（％）塩素イオン濃度の３本
＝   

 （㎏／㎥） 
 
 
 
 

配合

№ 

Ｒ７ 
コンクリート示方配合 カンタブの読み 塩素イオン濃度（％） コンクリート

中の塩化物含

有量（㎏/㎥） 

規制値

(㎏/㎥) 
合

否 測定 
年月日 

単位ｾﾒﾝﾄ

量(㎏/㎥） 
単位水量

（㎏/㎥） 
細骨材率

（％） Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ 

 12-1 ４１６ １７８ ４３  
 

    
 

０．３０ 
 

              

              

  

最小読み値以下で、測定できず。 

 


